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障害児通所支援事業における送迎車両安全装置の取扱いに係る注意喚起（第２報） 

 

日頃より大変お世話になっております。 

標題の件につきまして、令和６年８月１４日付け事務連絡にて送迎車両に対する安全装

置の取扱いについて注意喚起を行ったところですが、下記のとおり、今夏県内で発生した送

迎時における利用児童の車内置き去り事故の事例を示し、改めて強く注意喚起いたします。 

各事業者におかれましては、送迎支援体制の見直しや事故防止に向けたなお一層の注意

喚起を実施していただきますようお願いいたします。 

 

記 

 

【送迎時における利用児童の車内置き去り事故事例①】 

○買い物プログラム中、スーパーマーケット到着時に対象児を 15 分程度置き去り 

 ３列シートの最後部真ん中に対象児、隣席に職員が座っていたが、到着時、他利用児童の

降車に気を取られ、車内確認を怠ったまま安全装置ブザー停止ボタンを押した。 

 また、降車時の点呼でも確認が漏れ、結果、置き去りとなった。 

 

【送迎時における利用児童の車内置き去り事故事例②】 

○公園外出中、公園到着時に対象児を１分程度置き去り 

 対象児は３列シートの最後部左端に座っていた。利用児童の降車を行っていた職員が降

車したため、他職員は利用児童全員の降車が完了したものと思い込み、車内確認を怠ったま

ま安全装置ブザー停止ボタンを押した。 

 降車時の点呼の際、職員の１名が忘れ物に気づき、車を開けたところ、対象児が置き去り

になっていることが発覚した。 


